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口腔外科領域感染症 に対 す るNY-198の 使用経験

儀 間 裕 ・山 城 正 宏

琉球大学医学部歯科口腔外科学教室

藤 井 信 男

沖縄県立中部病院歯科口腔外科

口腔外科領域の感染症11例 に,経 口用 のニ ューキノ ロン系抗 菌剤 であ るNY-198(1-ethyl-6, 8

-difluoro-1 , 4-dihydro-7-(3-methyl-1-piperazinyl)-4-oxo-3-quinolinecarboxylic

acidhydrochloride)を 投 与 し,以 下 の結果 が得 られた。1日 投与量 はすべ て600mg分3回 で,治 療成

績 は著効3例,有 効8例 で,有 効率100%で あ った。副作用 は認め られなかったが,臨 床検査所見で2

例 にGPT値 の軽度 上昇が認め られた。

NY-198は 北陸製薬株式会社 中央研究所 で開発 された

経口用ニューキノロン系抗菌剤で,そ の化学構造はキノ

ロンカルボ ン酸 を基本骨格 に,1位 にエチル基,6, 8位

にフッ素原子 を,7位 側鎖 に3-メ チルピペ ラジノ基 を

導入 した ものである(Fig. 1)。 本剤 はグラム陰性 菌のみ

な らず陽性 菌および嫌気性菌 に対 して も広 い抗 菌スペ ク

トル を有 し,norfloxacin (NFLX), ofloxacin (OFLX)

に匹敵す る抗菌力が認め られてい る。 今回,わ れわれは

口腔領域の感染症 に対 し本剤 を投与 し,そ の効果 につ い

て検討 を加えたので報告する。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 対象 および投与方法

1. 対 象

対象症例 は,昭 和61年10月 よ り62年2月 までの5カ 月

間に琉 球大 学医学部附属病 院歯科 口腔外科 お よび沖縄県

立中部病院歯科 口腔 外科 を受診 した口腔領域 の感 染症 患

者11例 で,症例の 内訳 はTable 1に 示 す ように歯周組織

炎(Periodontitis)2例,歯 冠周囲炎(Pericoronitis)

5例,顎 炎(顎 骨周囲炎)(Osteitisofjaw)4例 の計11

例 である。性別は男性7例,女 性4例 で,年 齢 は17歳 ～

44歳 平均28.5歳 であ る。基礎疾患 に罹患 している症例

は認 め られず,ま た各種抗菌剤 に過敏症の既往のあ る症

例 も対 象か ら除外 した。

2. 投 与方法

投与方法 としては,全 症例1日6カ プセル(1カ プセ

ル 中NY-198を100mg含 有)を3回 に分 け経 口投 与 した。

投与 日数 は5日 ～8日,総 投与量 は3000mg～4600mg,平

均3500mgで ある。

II 効果判定基準

治療効果 の判定 は,歯 科薬物療法研究会誌の 「歯性感

染症 に対す る抗 生物 質の効果 判定 基準 につ いて」1)に従

い13項 目の臨床症 状 について評点 し,投 与開始 日と投与

3日 目および5日 目 との評点比 によ り評価 を行 なった。

そ して評価比が0.3以 下 を著効(Excellent),0.3～0.7未

満 を有効(Good),0.7以 上 を無 効(Poor)と した。 また

同時 に臨床症状の変化 患者の 問診,細 菌学的検査 など

の経過 か ら,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階 に分

けて主 治医 の判 定を行 なった。

III 臨床成績

対象症例11例 の治療成績 の結果 をTable 2に 示 す。ま

ず効果判定基準 に従 った評点比 による判定で は,歯 周組

織 炎が2例 中2例(100%)有 効,歯 冠周囲炎が5例 中2

例(40%)著 効,3例(60%)有 効で あ り,顎 炎が4例

中1例(25%)著 効,3例(75%)が 有効で あ り,全 体
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Table 2. Clinical effect of NY-198

Table 3. Sensitivity of isolated organisms

で は11例 中3例(27%)が 著 効,8例(73%)が 有 効

で,著 効 と有効 をあわせた有効率 は100%で あ った。

一方
,主 治医に よる総合判 定で は,著 効2例(18%),

有効8例(73%),や や有効1例(9%)で あ り,著 効 と

有効 を合わせた有効率 は91%で あった(Table 2)。

細菌学的検索 は全体の うち6症 例 について行ない,閉

塞膿瘍 か ら穿刺吸引 し採取 した検体 をただ ちにTCSポ

ータに接種 した後
,東 京総合臨床検査セ ンターへ輸 送 し,

分離菌 につ いて は同定 し,NY-198お よびOFLX, enox-

acin(ENX), cefaclor (CCL), ampicillin (ABPC)に

対す るMICの 測定 を行 ない,6例 中5例 の検体 か ら5

株の菌が分 離 され た。分離 菌株に対す るMIC測 定結果

をTable 3に 示 した。症例4と 症例6と 症例11の 分 離菌

株で はNY-198のMIC (106cells/ml)は6.25μg/ml, 12.5

μg/mlお よび12.5μg/mlと 比較的低 い感受性 を示 し,そ

の他の分離 菌株 については比較的 高い感受性 を示 してい

た。

副作用は,中 枢神経症状,ア レルギー症 状,胃 腸症 状

ともに全例で認め られ なか った。臨床検 査値 異常は症例

8と 症例9の2例 にGPTの(前)21→(後)51,(前)30→

(後)50と い う軽度 上昇 が見 られた以外,と くに異常値 は

認め られ なかった。 なおGPT値 の軽度 上昇 した2例 に

つ いては,投 与終了後の再検査 で2例 共正 常値へ復 して

いた。

IV 総括 および考 察

口腔領域の感染症 では,う 蝕,歯 周疾 患の慢性 炎症 に

起因 して生ず る歯,顎 骨,周 囲軟組織 を含 む歯性感染症

の頻度が高 く,起 炎菌 として 口腔 常在 菌に よる単独,あ

るいは混合感染の形 態 をとることが多 く,こ の ため正確

な起炎菌の同定が困難 な場 合が多い。 またその治療 にあ

たっては臨床的 な緊急度 に応 じて起 炎菌の同定,感 受性

試験の結果 を待たずに抗 菌剤 を投 与 しなければな らない

場 合 も多 く,耐 性 菌 も考慮 して幅広 い抗 菌スペ ク トル で,

強 い抗菌力 を持 ち,組 織 移行濃度 の高い抗菌物質が要求

され る。

NY-198は キノロンカル ボン酸の6,8位 に フッ素原

子,7位 側 鎖に3-メ チル ピペラジノ基 を有す るニ ュー

キノロン系抗 菌剤 で,グ ラム陰性菌 のみな らず グラム陽

性菌,嫌 気性 菌群に至 るまで広範 囲の抗菌 スペ ク トル を

有 し,メ チ シ リン耐性菌,ア ンピシ リン耐性菌 に対 して

も優れた抗 菌力 を示 してい る。今回のNY-198の 結果 を

見 る と,点 数判定 に よる客観 的 評価 では著 効3例(27

%),有 効8例(73%)と 有 効率100%で あ り,比 較的重
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症度の高 い症例に も効果 が高いこ とを示 していた。NY-

198の分離菌 に対す る細菌学的効果 を見 る と,5症 例 の分

離菌株の うち,症 例4の Peptostreptococcus prevotii, 症

例6の Streptococcus sanguis, 症例11の Streptococcus

constellatus の3菌 株 のMIC(106cells/ml)がNY-

198に対 してそれぞれ6.25μg/ml, 12.5μg/ml, 12.5μg/

mlと 高 く,こ れは他のニューキノロン系抗菌剤(OFLX,

ENX)に ついて も同様の傾向がみ ら札 薬剤感受性が低

いこ とを示 していた。 しか しMICの 高か った3症 例の

うち症例4,症 例11の2例 では臨床的 に菌が消失 してお

り,残 りの1例(症 例6)で も菌の減少が認め られた。

今 回の5例 では全て単独 のグラム陽 性菌が検 出されてい

たが,口 腔 領域 の化膿性疾患の原因菌 としては混合感染

が 多 く, Streptococcus お よび Peptostreptococcus など

のグラム陽性菌が優勢を占めて いる。 これ らの治療 にあ

たって はペニシ リン系 とセ フェム系抗生剤 が第一選択剤

として推奨 されてお り2),今 回の5菌 株のCCL, ABPC

のMIC分 布(0.025μg/ml～1.56μg/ml)か らもこの傾

向が うかがえるが,一方ampicillin耐 性 グラム陽 性菌や

グラム陰性 桿菌群の検 出 も最近報 告 され てお り3),今後

さらに増加傾 向が予測 され ることか ら,NY-198を は じ

め とす るニ ューキノロン系抗菌剤の効果 が期待 され る。

臨床検 査値 では,GPTの 軽度 上昇が2例 に見 られた

ものの臨床的に副作用が1例 も認め られなかった ことは

本剤の有 用性 を高め ている。

以上の結果 か ら,NY-198は 口腔領域感染症の治療 に

あた って有用 である と考 えられ る。
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NY-198 IN ORAL AND MAXILLOFACIAL INFECTIONS
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NY-198 was administered to 11 patients with oral and maxillofacial infections, and the following results were
obtained.

1) NY-198 exhibited clinically favorable effect in both an objective numerical rating of clinical symtoms

(excellent 27% and good 73%) and a subjective (attending doctor's) evaluation (excellent 18%, good 73% and
fair 9%).

2) MICs of NY-198 against 5 clinically isolated strains were similar to those of other new quinolone
antimicrobial agents (OFLX, ENX), but were somewhat inferior to those of ABPC, CCL.

3) No side-effect was observed except slight elevation of GPT in two cases .


